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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第３四半期連結
累計期間

第53期
第３四半期連結
累計期間

第52期
第３四半期連結
会計期間

第53期
第３四半期連結
会計期間

第52期

会計期間

自平成22年
２月１日
至平成22年
10月31日

自平成23年
２月１日
至平成23年
10月31日

自平成22年
８月１日
至平成22年
10月31日

自平成23年
８月１日
至平成23年
10月31日

自平成22年
２月１日
至平成23年
１月31日

売上高（千円） 21,511,92222,198,9977,215,2047,189,96829,679,515

経常利益（千円） 272,437 479,410 113,880 87,433 669,125

四半期（当期）純利益（千円） 48,215 91,836 1,075 6,916 223,776

純資産額（千円） － － 6,656,9446,781,3436,935,255

総資産額（千円） － － 12,129,81912,181,96712,227,587

１株当たり純資産額（円） － － 976.64 994.89 1,017.47

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
7.07 13.47 0.16 1.01 32.83

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 54.9 55.7 56.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
342,3231,347,175 － － 708,998

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△610,540△327,250 － － △659,878

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△499,986△518,224 － － △250,780

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 3,110,7234,178,9663,677,266

従業員数（人） － － 523 496 516

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 　　　 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。　
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２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

 

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　平成23年10月31日現在

従業員数（人） 496 (570)

　（注）１. 従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

２．臨時従業員数は、８時間換算した人員数を記載しております。

  

(2）提出会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年10月31日現在

従業員数（人） 7 (4)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

２．臨時従業員数は、８時間換算した人員数を記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

１．食肉等の小売業

(1）仕入実績

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年８月１日
    至　平成23年10月31日）

　前年同四半期比（％）　

食肉等の小売業（千円） 2,963,944 －

合計（千円） 2,963,944 －

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）販売実績

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年８月１日
    至　平成23年10月31日）

 
前年同四半期比（％）　

　

食肉等の小売業（千円） 4,886,763 －

合計（千円） 4,886,763 －

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

  

２．食肉等の製造・加工業

(1）生産実績

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年８月１日
　　至　平成23年10月31日）

前年同四半期比（％）　

食肉等の製造・加工業（千円） 1,290,239 －

合計（千円） 1,290,239 －

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）販売実績

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年８月１日
　　至　平成23年10月31日）

　
前年同四半期比（％）　

　

食肉等の製造・加工業（千円） 1,299,634 －

合計（千円） 1,299,634 －

（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

 ３．外食業

(1）仕入実績

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年８月１日
　　至　平成23年10月31日）

　
前年同四半期比（％）　

　

外食業（千円） 530,874 －

合計（千円） 530,874 －

 （注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）販売実績

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年８月１日
　　至　平成23年10月31日）

前年同四半期比（％）　

外食業（千円） 1,003,571 －

合計（千円） 1,003,571 －

 （注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

  　  当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

３【経営上の重要な契約等】

　詳細は、『第５　経理の状況　１.四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）』に記載のとおりであります。 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　

（１）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間における我が国経済は、３月に発生した東日本大震災や原子力発電所事故の影響によ

る企業の生産活動の停滞や、欧州を発端とした財政・金融危機による急激な円高などの通貨不安と低迷する個人消

費など依然として厳しくかつ不透明な状況が続いています。

　当社グループ中核事業の属する食品小売業界におきましても、それまでの消費者の節約志向・低価格志向の恒常

化による影響に加え、７月に発生した放射性物質が含まれた稲わらを給与された可能性のある牛肉の流通問題によ

り、国産牛肉を中心に消費者の買い控えによる影響が食肉小売及び外食業に顕著に表れました。

　このような中で当社グループは、昨年来継続している既存店活性化の活動や、新店の確実な立ち上げ、そして販管

費の聖域なき見直しなど着実に実施したことに加え、当社親会社であるエスフーズ㈱とのグループシナジー効果の

追求活動として物流センターの共有化を実施し、ＰＢ商品開発などを進め、効果を上げて来ております。さらに国産

牛肉問題では一時的に売上の低下はあるものの、エスフーズ㈱と協力のうえ国産牛肉検査体制を整え、消費者に対

して安心・安全な牛肉の供給に努めています。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は71億89百万円（前年同期比0.3％減）、営業利益は64百万円（同

33.6％減）、経常利益は87百万円（同23.2％減）、四半期純利益は６百万円（同543.3％増）となりました。　

　

営業の概況をセグメントごとに記述すると以下の通りであります。

　

「食肉等の小売業」

　当第３四半期連結会計期間中の開店は２店、閉店２店であり、その結果当第３四半期末の店舗数は151店になりま

した。内訳は食肉小売店121店（前期末比１店増）、惣菜小売店30店（同１店増）であります。当セグメントを取り

巻く環境は上記記載の通りで、昨年来実施してきた不採算店の積極的な閉鎖、新規出店や店舗改装による効果の他、

経費コントロールも更に進めた結果、売上高は48億86百万円、営業利益は１億82百万円となりました。

　

「食肉等の製造・加工業」

　主力であるハム・ソーセージ部門において、積極的な販路拡大により売上数量の増加があったものの、デリカ部門

における売上不振の影響を受けたことなどから、売上高は14億13百万円と減収となり、営業利益は工場稼働率向上

による製造原価減が寄与したことなどにより25百万円と増益となりました。

　

「外食業」

　当第３四半期連結会計期間中の開店は１店であり、閉店はなく、その結果当第３四半期末の店舗数は50店になりま

した。売上高につきましては、製造部門の外部受注の増加があったものの、東日本大震災やユッケ食中毒事故による

利用客の減少の影響などを受け、売上高は10億12百万円となり、営業利益は、直営店売上の減少と製造部門の原料価

格上昇による利益率低下の影響などを受けた結果、71百万円のれんの償却賦課後で76百万円の営業損失となりまし

た。
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（２）キャッシュフローの状況　

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計期間末

に比べて63百万円増加し、41億78百万円となりました。　

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りです。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間において営業活動の結果得られた資金は３億76百万円（前年同期は57百万円の獲得）と

なりました。これは、主に税金等調整前四半期純利益が83百万円であり、法人税等の支払額が91百万円あったものの、

第２四半期連結会計期間末の休日要因による売上債権の減少２億54百万円、減価償却費及びのれん償却額がそれぞれ

１億21百万円、71百万円発生したこと等によるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は１億14百万円（前年同期は１億22百万円の使

用）となりました。これは有形固定資産の取得による支出が１億17百万円あったこと等によるものです。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間において財務活動の結果使用した資金は１億98百万円（前年同期は１億13百万円の使

用）となりました。これは借入金の純減額１億97百万円があったこと等によるものです。

  

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　　　該当事項はありません。 

 

EDINET提出書類

株式会社オーエムツーネットワーク(E03317)

四半期報告書

 6/28



第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況　

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設について完了し

たものは次のとおりであります。また、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。なお、新たに

確定した拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。

新設　

会社名
事業所名

所在地
セグメント
の名称

設備内容
投資予定金額

資金調達
方法

着手及び完了予定
完成後の
増加能力

総額
(千円)

既支払額
(千円)

着手 完了

㈱焼肉の牛太

（投資不動産）
千葉県柏市 外食業 店舗設備 20,000 － 自己資金

平成23年

10月

平成23年

11月

増加面積

330.00㎡

　前四半期連結会計期間末に計画しておりました店舗設備について、㈱オーエムツーミートにおいては広島市中区で平成

23年９月に、㈱焼肉の牛太においては静岡市清水区で平成23年９月に完了し、同月より営業を開始しております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,280,000

計 17,280,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成23年10月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年12月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,335,634 7,335,634

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数は100

株であります。

計 7,335,634 7,335,634 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年８月１日～

平成23年10月31日 
－ 7,335,634 － 466,700 － 1,529,877

  

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年７月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】　　

　 平成23年10月31日現在

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

 無議決権株式  － － －

 議決権制限株式（自己株式等）  － － －

 議決権制限株式（その他）  － － －

 完全議決権株式（自己株式等）  普通株式　　519,400 －
 権利内容に何ら限定のない 

 当社における標準となる株式

 完全議決権株式（その他）  普通株式　6,815,400 　　　　　　68,154  同上

 単元未満株式  普通株式　　　　834 －  同上

 発行済株式総数  　　　　　7,335,634 － －

 総株主の議決権  　－  　　　　　　68,154 －

（注）　上記完全議決権株式（その他）の欄には、証券保管振替機構名義の株式300株（議決権の数３個）が含まれ

ております。  

 

②【自己株式等】

　 平成23年10月31日現在

 所有者の氏名又は名称  所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株） 

所有株式数の

合計（株） 

 発行済株式総数

に対する所有株式

数の割合（％）

株式会社オーエムツー

ネットワーク

東京都港区芝大門

２－４－７
 　　　519,400 －  　 　　519,400         7.08

 計  －  　　　519,400 －  　 　　519,400         7.08

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
２月

３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月

最高（円） 477 470 462 488 485 513 460 456 469

最低（円） 451 331 410 459 467 456 402 430 440

（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。　　

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成22年８月１日から平成22年10月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成22年２月１日から平成22年10月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成23年８月１日から平成23年10月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成23年２月１日から

平成23年10月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成22年８月１日から平

成22年10月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年10月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表についてはビーエー東京監査法人による四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間

（平成23年８月１日から平成23年10月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成23年２月１日から平成23年

10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表については、ＵＨＹ東京監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。

　なお、ビーエー東京監査法人は平成23年６月１日付をもって名称をＵＨＹ東京監査法人に変更しております。 
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,478,966 3,977,266

受取手形及び売掛金 775,768 800,780

テナント未収入金 ※1
 941,691

※1
 983,779

商品及び製品 466,401 535,075

仕掛品 8,829 9,518

原材料及び貯蔵品 213,860 182,963

繰延税金資産 134,976 76,195

未収入金 154,380 140,600

その他 100,985 198,084

貸倒引当金 △18,335 △24,943

流動資産合計 7,257,526 6,879,321

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,759,371 3,711,886

減価償却累計額 △2,229,584 △2,200,807

建物及び構築物（純額） 1,529,786 1,511,079

機械装置及び運搬具 1,917,472 1,888,405

減価償却累計額 △1,666,330 △1,615,796

機械装置及び運搬具（純額） 251,141 272,608

土地 769,700 770,505

その他 1,147,204 993,347

減価償却累計額 △791,956 △688,866

その他（純額） 355,248 304,480

減損損失累計額 △418,062 △437,901

有形固定資産合計 ※2
 2,487,814

※2
 2,420,772

無形固定資産

のれん 118,280 331,322

その他 51,568 66,558

無形固定資産合計 169,848 397,881

投資その他の資産

投資有価証券 384,740 577,911

敷金及び保証金 1,158,190 1,179,210

繰延税金資産 288,673 291,545

投資不動産 317,568 334,313

減価償却累計額 △14,192 △7,190

投資不動産（純額） 303,375 327,123

その他 173,736 193,255

貸倒引当金 △41,937 △39,432

投資その他の資産合計 2,266,777 2,529,612

固定資産合計 4,924,440 5,348,266

資産合計 12,181,967 12,227,587
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年10月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,086,133 1,974,460

短期借入金 550,000 705,000

1年内返済予定の長期借入金 301,352 301,352

未払金 336,335 341,828

未払法人税等 186,379 50,206

賞与引当金 233,091 105,034

その他 ※3
 419,287

※3
 414,668

流動負債合計 4,112,578 3,892,551

固定負債

長期借入金 743,739 969,753

長期未払金 15,407 33,784

退職給付引当金 241,021 234,996

役員退職慰労引当金 64,389 69,859

資産除去債務 151,001 －

その他 72,485 91,386

固定負債合計 1,288,045 1,399,780

負債合計 5,400,623 5,292,331

純資産の部

株主資本

資本金 466,700 466,700

資本剰余金 1,064,000 1,064,000

利益剰余金 5,734,689 5,779,177

自己株式 △476,077 △476,077

株主資本合計 6,789,312 6,833,799

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △7,968 101,456

評価・換算差額等合計 △7,968 101,456

純資産合計 6,781,343 6,935,255

負債純資産合計 12,181,967 12,227,587
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年２月１日
　至　平成23年10月31日)

売上高 21,511,922 22,198,997

売上原価 14,138,744 14,801,532

売上総利益 7,373,178 7,397,465

販売費及び一般管理費 ※
 7,197,607

※
 7,016,975

営業利益 175,570 380,489

営業外収益

受取利息 5,148 1,595

受取配当金 897 4,487

受取賃貸料 26,366 60,021

協賛金収入 40,708 28,682

受取手数料 － 18,360

その他 54,555 32,579

営業外収益合計 127,676 145,727

営業外費用

支払利息 16,583 14,263

持分法による投資損失 8,595 3,009

不動産賃貸原価 － 22,425

その他 5,630 7,107

営業外費用合計 30,809 46,806

経常利益 272,437 479,410

特別利益

有形固定資産売却益 340 26,554

貸倒引当金戻入額 3,813 4,585

受取補償金 － 16,281

その他 3,807 10,843

特別利益合計 7,960 58,264

特別損失

有形固定資産売却損 6 253

有形固定資産除却損 21,695 2,449

投資有価証券評価損 － 3,630

減損損失 6,690 31,944

店舗閉鎖損失 57,629 35,913

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 75,181

その他 15,039 10,116

特別損失合計 101,060 159,487

税金等調整前四半期純利益 179,337 378,187

法人税、住民税及び事業税 155,582 286,439

法人税等調整額 △24,460 △88

法人税等合計 131,121 286,350

少数株主損益調整前四半期純利益 － 91,836

四半期純利益 48,215 91,836
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年８月１日
　至　平成22年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年８月１日
　至　平成23年10月31日)

売上高 7,215,204 7,189,968

売上原価 4,767,298 4,788,762

売上総利益 2,447,906 2,401,206

販売費及び一般管理費 ※
 2,350,075

※
 2,336,284

営業利益 97,830 64,922

営業外収益

受取利息 2,830 428

受取配当金 － 3,333

受取賃貸料 8,688 19,702

受取手数料 － 6,302

その他 21,485 10,792

営業外収益合計 33,005 40,559

営業外費用

支払利息 5,237 4,430

持分法による投資損失 8,341 2,764

不動産賃貸原価 － 7,084

その他 3,375 3,769

営業外費用合計 16,954 18,048

経常利益 113,880 87,433

特別利益

有形固定資産売却益 4 －

貸倒引当金戻入額 △796 △1,008

受取補償金 1,577 16,281

その他 － 1,661

特別利益合計 785 16,934

特別損失

有形固定資産売却損 6 253

有形固定資産除却損 2,091 2,280

投資有価証券評価損 － 240

減損損失 － 2,824

店舗閉鎖損失 21,592 11,920

その他 3,995 3,622

特別損失合計 27,685 21,141

税金等調整前四半期純利益 86,980 83,226

法人税、住民税及び事業税 53,356 107,687

法人税等調整額 32,549 △31,377

法人税等合計 85,905 76,310

少数株主損益調整前四半期純利益 － 6,916

四半期純利益 1,075 6,916
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年２月１日
　至　平成23年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 179,337 378,187

減価償却費 288,122 329,311

減損損失 6,690 31,944

のれん償却額 226,542 213,042

貸倒引当金の増減額（△は減少） △11,900 △4,103

受取利息及び受取配当金 △6,046 △6,082

支払利息 16,583 14,263

持分法による投資損益（△は益） 8,595 3,009

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,142 6,024

賞与引当金の増減額（△は減少） 134,096 128,057

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △15,563 △5,470

有形固定資産売却損益（△は益） △333 △26,301

有形固定資産除却損 21,695 2,449

店舗閉鎖損失 18,331 28,142

その他の特別損益（△は益） 3,814 2,371

投資有価証券評価損益（△は益） － 3,630

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 75,181

売上債権の増減額（△は増加） 51,560 67,099

たな卸資産の増減額（△は増加） △19,764 38,466

仕入債務の増減額（△は減少） 151,605 114,632

その他の流動資産の増減額（△は増加） 4,761 △9,102

その他の流動負債の増減額（△は減少） △117,162 29,923

小計 938,822 1,414,677

利息及び配当金の受取額 6,046 6,082

利息の支払額 △16,583 △14,263

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △585,962 △59,321

営業活動によるキャッシュ・フロー 342,323 1,347,175

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,300,000 －

定期預金の払戻による収入 900,000 －

有形固定資産の取得による支出 △263,265 △335,985

有形固定資産の売却による収入 4,499 63,551

無形固定資産の取得による支出 △24,136 △2,088

投資有価証券の取得による支出 △2,679 △2,866

その他の支出 △78,712 △117,487

その他の収入 153,754 67,625

投資活動によるキャッシュ・フロー △610,540 △327,250
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年10月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年２月１日
　至　平成23年10月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △187,000 △155,000

長期借入れによる収入 140,000 －

長期借入金の返済による支出 △281,850 △226,014

社債の償還による支出 △34,000 －

自己株式の取得による支出 △41 －

配当金の支払額 △136,247 △136,342

その他 △848 △868

財務活動によるキャッシュ・フロー △499,986 △518,224

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △768,204 501,699

現金及び現金同等物の期首残高 3,878,928 3,677,266

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,110,723

※
 4,178,966
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自　平成23年２月１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至　平成23年10月31日）　

会計処理基準に関する事項の変更 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号　平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用してお

ります。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ

9,640千円、税金等調整前四半期純利益は84,821千円減少しております。また、

当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は138,146千円でありま

す。　

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間

（自　平成23年２月１日

至　平成23年10月31日）　

（四半期連結損益計算書）

１. 前第３四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「受取補償金」は、

特別利益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。なお、前

第３四半期連結累計期間の特別利益の「その他」に含まれる「受取補償金」は1,577千円であります。

２.　前第３四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「不動産賃貸原

価」は、営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしまし

た。なお、前第３四半期連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「不動産賃貸原価」は2,121千円であ

ります。

３.　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適

用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　

　　

当第３四半期連結会計期間

（自　平成23年８月１日

至　平成23年10月31日）

（四半期連結損益計算書）

１.　前第３四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めて表示しておりました「不動産賃貸原

価」は、営業外費用総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしまし

た。なお、前第３四半期連結会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「不動産賃貸原価」は193千円であり

ます。

２.　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適

用により、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年10月31日）

前連結会計年度末
（平成23年１月31日）

※１．テナント未収入金

　ショッピングセンター及び百貨店等にテナントとし

て出店している店舗の未精算分にかかる売上金の未収

入金額であります。

※１．テナント未収入金

同左

※２．収用等により取得した資産の取得価額より控除した

固定資産の圧縮記帳累計額は、5,225,387千円であり、

その内訳は建物2,679,633千円、構築物448,142千円、機

械装置1,165,638千円、土地931,972千円であります。

※２．

同左

※３．消費税等の会計処理

　未払消費税等は、流動負債の「その他」に含めて表示

しております。

※３．消費税等の会計処理

同左

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年10月31日）

 ※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 

給与手当  　1,985,745千円

テナント経費 1,146,145千円

地代家賃 736,446千円

賞与引当金繰入額 200,986千円

 

 ※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 

給与手当  　1,941,871千円

テナント経費 1,147,971千円

地代家賃 704,760千円

賞与引当金繰入額 200,129千円

 

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年８月１日
至　平成23年10月31日）

 ※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 

給与手当  　　642,625千円

テナント経費 371,179千円

地代家賃 234,688千円

賞与引当金繰入額 81,623千円

 

 ※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 

給与手当  　　639,936千円

テナント経費 383,655千円

地代家賃 232,806千円

賞与引当金繰入額 88,781千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年10月31日）

 ※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年10月31日現在）

（千円）

現金及び預金勘定  　　3,910,723

預入期間が３か月を超える定期預金  　△800,000　　

現金及び現金同等物 3,110,723

 

 ※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成23年10月31日現在）

（千円）

現金及び預金勘定  　　4,478,966

預入期間が３か月を超える定期預金  　△300,000　　

現金及び現金同等物 4,178,966

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年10月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成23年２月１日　至　

平成23年10月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　7,335,634株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　519,451株  

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。 

 

４．配当に関する事項

配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額（円） 

 基準日  効力発生日  配当の原資

 平成23年４月27日

 定時株主総会 
 普通株式 　　　136,323  　　　　20  平成23年１月31日 平成23年４月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日）

 
食肉等の小売
業（千円）

食肉等の製造
・加工業
（千円）

外食業
（千円）

計（千円）
消去または全
社（千円）

連結（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売

上高
4,738,7811,359,7011,116,7227,215,204 － 7,215,204

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
215 95,737 7,291 103,244(103,244) －

計 4,738,9961,455,4381,124,0137,318,448(103,244) 7,215,204

営業利益又は営業損失

（△）
199,947 16,733△48,283 168,397(70,567) 97,830

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年２月１日　至　平成22年10月31日）

 
食肉等の小売
業（千円）

食肉等の製造
・加工業
（千円）

外食業
（千円）

計（千円）
消去または全
社（千円）

連結（千円）

売上高       

(1)外部顧客に対する売

上高
14,087,8924,134,9713,289,05821,511,922 － 21,511,922

(2)セグメント間の内部

売上高又は振替高
33,689 314,538 21,567 369,794(369,794) －

計 14,121,5814,449,5093,310,62621,881,717(369,794) 21,511,922

営業利益又は営業損失

（△）
424,449115,743△104,845435,347(259,776) 175,570

　（注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各区分に属する主要な事業の内容

(1)食肉等の小売業……………食肉、食肉加工品等の小売業並びに惣菜小売業

(2)食肉等の製造・加工業……食肉加工品及び冷凍麺等の製造・加工業

          (3)外食業………………………焼肉レストラン経営 

　　

 　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日）

当社グループは、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はあり

ません。 

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年２月１日　至　平成22年10月31日）

当社グループは、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はあり

ません。 
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成22年８月１日　至　平成22年10月31日）

当社グループは、海外売上高がないため該当事項はありません。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成22年２月１日　至　平成22年10月31日）

当社グループは、海外売上高がないため該当事項はありません。

　

 

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

　当社グループは、「食肉等の小売業」、「食肉等の製造・加工業」及び「外食業」等を営んでおり、各事業

部門は取り扱う製品・サービスについて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社グループは、取り扱う製品やサービス別のセグメントから構成されており、「食肉等の小

売業」、「食肉等の製造・加工業」及び「外食業」の３つを報告セグメントとしております。

　「食肉等の小売業」は、食肉、食肉加工品等の小売業及び惣菜小売業を行っております。「食肉等の製造・

加工業」は、食肉加工品及び冷凍麺の製造・加工業を行っております。「外食業」は、焼肉レストラン経営を

行っております。　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間（自平成23年２月１日　至平成23年10月31日）　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　 報告セグメント　
調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

 
食肉等の
小売業

食肉等の製造
・加工業

外食業 合計

売上高       

外部顧客への売上高 14,999,4954,001,8023,197,69822,198,997－ 22,198,997

セグメント間の内部売上高

　　又は振替高
39,125341,19225,863406,181△406,181 －

計 15,038,6204,342,9953,223,56222,605,178△406,18122,198,997

セグメント利益又は損失（△） 670,996128,160△167,703631,453△250,963380,489

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△250,963千円は、セグメント間取引消去△38,570千円、各報告

セグメントに配分していない全社費用△212,393千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない人件費及び一般管理費であります。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第３四半期連結会計期間（自平成23年８月１日　至平成23年10月31日）　　　　　　　　　　　（単位：千円）

　 報告セグメント　
調整額
（注）１　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

 
食肉等の
小売業

食肉等の製造
・加工業

外食業 合計

売上高       

外部顧客への売上高 4,886,7631,299,6341,003,5717,189,968 － 7,189,968

セグメント間の内部売上高

　　又は振替高
180 113,4759,251122,907△122,907 －

計 4,886,9431,413,1091,012,8237,312,876△122,9077,189,968

セグメント利益又は損失（△） 182,10125,513△76,292131,322△66,40064,922

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△66,400千円は、セグメント間取引消去12千円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△66,412千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない人件費及び一般管理費であります。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

当第３四半期連結会計期間（自　平成23年８月１日　至　平成23年10月31日） 

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。

　

（金融商品関係）

該当事項はありません。

　

　

（有価証券関係）

該当事項はありません。

　

　

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

　

　

（ストック･オプション等関係）

該当事項はありません。

　

　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。
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（資産除去債務関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成23年10月31日）

１．資産除去債務のうち四半期連結貸借対照表に計上しているもの

　資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月

31日）及び、「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しているため、前連結会計年度の末日における残高に代えて、第１四半期連結会計期間の期首におけ

る残高と比較しております。

２．資産除去債務のうち四半期連結貸借対照表に計上していないもの

　当社及び連結子会社は、本社事務所および一部の店舗の不動産賃借契約に基づき、退去時における原状回復に係

る債務を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、現在のところ移転あるいは

撤退等の予定もないことから、資産除去債務を合理的に見積もることができません。そのため、当該債務に見合う

資産除去債務を計上しておりません。

　

　

（賃貸等不動産関係）

該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成23年10月31日）

前連結会計年度末
（平成23年１月31日）

１株当たり純資産額 994.89円 １株当たり純資産額 1,017.47円

 

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額 7.07円 １株当たり四半期純利益金額 13.47円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年10月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年２月１日
至　平成23年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 48,215 91,836

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 48,215 91,836

期中平均株式数（株） 6,816,218 6,816,183

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年８月１日
至　平成23年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額 0.16円 １株当たり四半期純利益金額 1.01円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成22年８月１日
至　平成22年10月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成23年８月１日
至　平成23年10月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 1,075 6,916

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,075 6,916

期中平均株式数（株） 6,816,183 6,816,183
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（重要な後発事象）

当第３四半期連結会計期間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自　平成23年８月１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至　平成23年10月31日）　

当社の100％子会社である株式会社オーエムツーダイニング（旧商号　株式会社オーエムツーのため）は、当社の

平成23年10月31日開催の取締役会決議に基づき、平成23年12月１日に「アウトバックステーキハウス」の日本にお

けるレストラン事業を展開する株式会社アウトバック・ステーキハウスジャパン及びその子会社である有限会社

オー・エス・カントーから事業を譲り受けております。
　

１．その旨及び目的

　当社グループは「食肉」に関連する事業として、主力である食肉等の小売業の他、製造・加工業、外食業を展開して

おり、今後、外食業への更なる強化を図るべく、事業の譲受を決定したものであります。
　
２．譲り受ける相手会社の名称

　株式会社アウトバック・ステーキハウスジャパン

　有限会社オー・エス・カントー
　
３．譲り受ける事業の内容

　ステーキレストラン事業
　
４．譲り受ける資産・負債の額

　資産　　約600百万円

　負債　　該当事項はありません。　
　
５．譲受けの時期

　平成23年12月１日

　

　

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年12月14日

株式会社オーエムツーネットワーク

取締役会　御中
 

ビーエー東京監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 車田　英樹　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士  谷田　修一　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オーエム

ツーネットワークの平成22年２月１日から平成23年１月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年８

月１日から平成22年10月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年10月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場か

ら四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーエムツーネットワーク及び連結子会社の平成22年10月31日

現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社オーエムツーネットワーク(E03317)

四半期報告書

27/28



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年12月13日

株式会社オーエムツーネットワーク

取締役会　御中
 

ＵＨＹ東京監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士  原 　伸之　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士  谷田　修一　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オーエム

ツーネットワークの平成23年2月1日から平成24年1月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（平成23年8月1日

から平成23年10月31日まで）及び第3四半期連結累計期間（平成23年2月1日から平成23年10月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーエムツーネットワーク及び連結子会社の平成23年10月31日

現在の財政状態、同日をもって終了する第3四半期連結会計期間及び第3四半期連結累計期間の経営成績並びに第3四半期連

結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　

追記情報

  重要な後発事象に記載されているとおり、会社の子会社である株式会社オーエムツーダイニングは、会社の平成23年10月

31日開催の取締役会決議に基づき、平成23年12月1日に株式会社アウトバック・ステーキハウスジャパン及びその子会社で

ある有限会社オー・エス・カントーから事業を譲り受けている。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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